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    教育委員会規則 

和歌山県教育委員会規則第11号 

学校職員の勤務時間の割振り等に関する規則の一部を改正する規則を次のように定める。 

令和4年3月29日 

和歌山県教育委員会教育長 宮 﨑   泉  

学校職員の勤務時間の割振り等に関する規則の一部を改正する規則 

学校職員の勤務時間の割振り等に関する規則（平成14年和歌山県教育委員会規則第2号）の一部を次の

ように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 章 

発行 和   歌   山   県 

和歌山市小松原通一丁目 1番地 

毎週火、金曜日発行 和歌山県報 

改 正 後 改 正 前

（趣旨） （趣旨）
第 1 条 この規則は、職員の勤務時間、休暇等に 第 1 条 この規則は、職員の勤務時間、休暇等に

関する条例（平成 7 年和歌山県条例第 6 号。以 関する条例（平成 7 年和歌山県条例第 6 号。以
下「勤務時間条例」という。）第 4 条第 1 項及 下「勤務時間条例」という。）第 4 条第 1 項及
び義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関す び義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関す
る特別措置に関する条例（昭和46年和歌山県条 る特別措置に関する条例（昭和46年和歌山県条
例第38号。以下「特別措置条例」という。）第 例第38号。以下「特別措置条例」という。）第
8 条の規定に基づき、県立学校に勤務する職員 8 条の規定に基づき、県立学校に勤務する職員
及び市町村立学校職員（市町村立学校職員の給 及び市町村立学校職員（市町村立学校職員の給
与に関する条例（昭和28年和歌山県条例第53号 与に関する条例（昭和28年和歌山県条例第53号
）第 2 条に規定する職員をいう。）の週休日及 ）第 2 条に規定する職員をいう。）の週休日及
び勤務時間の割振り等並びに教育職員（特別措 び勤務時間の割振り等並びに教育職員（特別措
置条例第 2 条第 2 項に規定する教育職員をいう 置条例第 2 条第 2 項に規定する教育職員をいう
。以下同じ。）の健康及び福祉の確保を図るた 。次条及び第 3 条において同じ。）の健康及び
めに教育委員会が講ずべき措置に関し、勤務時 福祉の確保を図るために教育委員会が講ずべき
間条例及び特別措置条例により委任された事項 措置に関し、勤務時間条例及び特別措置条例に
を定めるほか、必要な事項を定めるものとする より委任された事項を定めるほか、必要な事項
。 を定めるものとする。

（週休日及び勤務時間の特例） （週休日及び勤務時間の特例）
第 2 条 特別措置条例第 2 条第 1 項に規定する義 第 2 条 特別措置条例第 2 条第 1 項に規定する義

務教育諸学校等（以下単に「学校」という。） 務教育諸学校等における勤務時間条例第 4 条第
における勤務時間条例第 4 条第 1 項に規定する 1 項に規定する特別の形態によって勤務する必
特別の形態によって勤務する必要のある職員と 要のある職員として、週休日及び勤務時間の割
して、週休日及び勤務時間の割振りを別に定め 振りを別に定める職員は、次に掲げる職員とす
る職員は、次に掲げる職員とする。 る。

学校に勤務する教育職員（次号の職員を除(１)
く。）

略 略(２) (１)
教育職員以外の学校職員（前号の職員を除(２)

く。）
2 前項第 1 号の職員及び同項第 2 号の職員（教
育職員に限る。）が所属する学校の校長は、当
該学校に勤務する当該職員が第 4 条に規定する
業務に該当する業務に従事する場合にあっては
、当該職員に対して、週休日以外の日における
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附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

正規の勤務時間（特別措置条例第 7 条第 1 項に
規定する正規の勤務時間をいう。以下同じ。）
以外の時間又は週休日に勤務時間を割り振るこ
とができる。この場合において、当該勤務日を
含む 4 週間の期間を定め、当該期間における 1
週間当たりの勤務時間の平均が38時間45分とな
るよう勤務時間を割り振るものとする。

3 第 1 項第 2 号の職員が所属する学校の校長は 2 前項各号の職員が所属する学校の校長は、当
、当該職員の週休日を、 1 週間当たり 2 日の割 該職員の週休日を、 1 週間当たり 2 日の割合で
合で別に設け、及び当該職員の勤務時間を、 1 別に設け、及び当該職員の勤務時間を、 1 日に
日につき 3 時間45分から11時間45分までの範囲 つき 3 時間45分から11時間45分までの範囲内で
内で、 1 週間当たり38時間45分の割合で割り振 、 1 週間当たり38時間45分の割合で割り振るこ
ることができる。 とができる。

（教育委員会が講ずべき措置） （教育委員会が講ずべき措置）
第 3 条 特別措置条例第 8 条の教育委員会規則で 第 3 条 特別措置条例第 8 条の教育委員会規則で

定める教育職員（県立学校に勤務する者に限る 定める教育職員（県立学校に勤務する者に限る
。以下この条において同じ。）の健康及び福祉 。以下この条において同じ。）の健康及び福祉
の確保を図るために教育委員会が講ずべき措置 の確保を図るために教育委員会が講ずべき措置
は、在校等時間（教育職員が学校教育活動に関 は、在校等時間（教育職員が学校教育活動に関
する業務を行っている時間として外形的に把握 する業務を行っている時間として外形的に把握
することができる時間をいう。）から正規の勤 することができる時間をいう。次条において同
務時間を除いた時間（次項及び第 3 項において じ。）から特別措置条例第 7 条第 1 項に規定す
「超過在校等時間」という。）の上限を定める る正規の勤務時間（次項及び次条において「正
こととし、当該上限については、次のとおりと 規の勤務時間」という。）を除いた時間（次項
する。 及び第 3 項において「超過在校等時間」という

。）の上限を定めることとし、当該上限につい
ては、次のとおりとする。

・ 略 ・ 略(１) (２) (１) (２)
2 ～ 4 略 2 ～ 4 略

（週休日等に勤務時間を割り振ることができる （週休日等に在校等時間を割り振ることができ
業務） る業務）

第 4 条 学校の校長が、週休日（勤務時間条例第 第 4 条 県立学校の校長が、週休日（勤務時間条
3 条第 1 項に規定する週休日及び第 2 条第 2 項 例第 3 条第 1 項に規定する週休日及び第 2 条第
の規定により割り振られた週休日をいう。）に 2 項の規定により割り振られた週休日をいう。
、当該学校に勤務する教育職員に対して、勤務 ）に、当該県立学校に勤務する職員に対して、
時間を割り振ることができる業務については、 在校等時間を割り振ることができる業務につい
教育委員会が別に定める。正規の勤務時間以外 ては、教育委員会が別に定める。正規の勤務時
の時間に勤務時間を割り振る場合についても、 間を超えた時間及び休日（国民の祝日に関する
同様とする。 法律（昭和23年法律第1 7 8号に規定する休日及

び12月29日から 1 月 3 日までの日をいう。）に
在校等時間を割り振る場合についても、同様と
する。
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